
主催 G-namieプロジェクト  ｜  共催  太田市

後援 キングレコード株式会社 ｜ 浪江町 ｜ 浪江町教育委員会 ｜ 太田市教育委員会
 福島テレビ ｜ テレビユー福島 ｜ 群馬テレビ ｜ 福島民報社 ｜ 福島民友新聞社
 上毛新聞社 ｜ ふくしまFM ｜ 株式会社 エフエム群馬 ｜ エフエム太郎

協力 エトワール・モデルエイジェンシィ
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イベントの収益は、運営費、諸経費を除き浪江町への支援と
太田市を通じて太田市に避難している被災者への支援に使用されます。

協賛金のお願い
イベント開催にあたり､皆様へ協賛金のお願いをしております｡必ず成功させたいプロジェクト
でございます｡ご支援､ご協力頂けます企業、団体、個人さまがいらっしゃいましたら、協賛金を
お振込もしくは専用Webサイトやクラウドファンディングにてお願い致します｡皆さまの温かい
ご支援、ご協力を何とぞ宜しくお願い致します。

クラウドファンディング
READY FOR

2022年
4月28日(木)～
6月12日(日)

群馬銀行  太田支店
(普)2306250
G-namieプロジェクト実行委員会
(ジーナミエプロジェクトジッコウイインカイ)

お振込 WEB

チケット取扱 太田市民会館 群馬県太田市飯塚町200-1 TEL 0276-57-8577
 道の駅おおた 群馬県太田市粕川町701-1 TEL 0276-56-9350
 カフェ尾島 群馬県太田市尾島町492 TEL 0276-55-6118
 cafe SCORE 群馬県太田市内ケ島町1046‐5 TEL 0276-48-5070

お問い合せ 080-6560-0725 Mail gnamie.project311@gmail.com
HP gnamie-project311.jimdofree.com 



新型コロナウィルス感染拡大防止対策実施
※当日はコロナウィルス感染対策としてマスク着用のご協力をお願いします
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G-namieプロジェクトによる活動報告
2018年開催を1回目とし、有志で集まったメンバーと共に結成
した任意団体として活動してきました。プロジェクトの募金や
収益費は運営費、諸経費などを除き全てを浪江町を中心に
被災地への支援金として使用させて頂きました。

支援金総額 1,000,000円
①浪江町 ②NPO新町なみえ ③福興浜団  支援金として 各300,000円
④手紙「手紙～お母さんへ～」 100冊購入 100,000円

2018年

支援金総額 669,939円
①福興浜団 支援金として 300,000円
②浪江創成小中学校 空気清浄機4台
　体育館防球ネット（設置までの一式）寄贈品として 312,320円
③台風19号 いわき市 物資支援として 57,619円

2019年

新型コロナウィルス感染拡大防止のため、無観客YouTubeライブ配信のみ開催2020年

支援金総額 200,000円
①浪江町 100,000円
②福興浜団 支援金として 100,000円

2021年

プログラム(予定)

13：00 開場 ｜ 受付

14：00 開演 ｜ オープニング映像上映

14：05 牛来美佳ライブステージ 前半

15：00 福興浜団活動紹介 映像上映
 福興浜団代表 上野敬幸さんトークライブ

15：25 「菜の花のきみへ」歌唱

15：30 牛来美佳ライブステージ 後半 

16：30 閉演

G-namieプロジェクト特別企画
GORA-10th anniversary
牛来美佳 10周年記念 復興支援ライブ

牛来美佳プロフィール
東日本大震災により故郷を離れ、避難生活を続けるシンガーソングライター。
2015年に故郷・浪江町への想いを綴り「いつかまた浪江の空を」を音楽家・山本加津彦
氏と共に制作しYouTube上にて発表。(コーラスは浪江出身の小学生21人とともに彼ら
が通う二本松市の仮校舎にて2015年に収録された)
彼女自身が被災者の一人として『いつか、もう一度故郷を取り戻せるように』という苦しみの中にも前向きな願
い・祈りが込められた胸を揺さぶる楽曲。震災から11年目を迎える2022年3月11日に配信での発売が決定した。
これに先駆け、ももいろクローバーZの佐 木々彩夏が総合プロデュースを手掛ける浪江町とのコラボ活動をメイ
ンに据えたアイドルユニット「浪江女子発組合」の1stアルバム(「花咲む」2022.2.23発売）でもカバーされるなど、
注目を集める楽曲になっている。

東日本大震災の津波で両親と子ども２人を失った福島県南相馬市萱浜の上野敬幸さん。亡くなった人
たちに安心してもらうため、震災後は涙ばかりだった萱浜を笑顔でいっぱいにする。ボランティア団体
「福興浜団」の代表として毎年春には「なの花迷路」を、夏には「追悼花火」を打ち上げ続ける。 2021年
には「東京2020オリンピック」の聖火ランナーとして笑顔をとどけた。

※詳しくはG-namieプロジェクト公式サイトでご覧いただけます。   gnamie-project311.jimdofree.com


